
江戸川区立平井南小学校

令和 8 年度 3 学年 書写　評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

Ｂ：毛筆で学習する意味や学
習の進め方について理解して
いる。
用具の扱い方，姿勢，筆の持
ち方を理解している。
用具の扱い方，姿勢，筆の持
ち方が身についている。

Ｂ：毛筆で学習する意味や学
習の進め方の流れについて考
えている。
用具の扱い方，姿勢，筆の持
ち方，筆の扱い方について考
えている。

Ｂ：毛筆書写に関心をもち，
取り組もうとしている。
用具を丁寧に取り扱ってい
る。
よい姿勢や筆の持ち方を身に
つけようとしている。
ほかの書写場面でも，よい姿
勢やよい持ち方で書こうとす
る意識をもっている。

Ａ：毛筆で学習する意味や学
習の進め方について，よく理
解している。
用具の扱い方，姿勢，筆の持
ち方を，よく理解している。
用具の扱い方，姿勢，筆の持
ち方が，よく身についてい
る。

Ａ：毛筆で学習する意味や学
習の進め方について，よく考
えている。
用具の扱い方，姿勢，筆の持
ち方，筆の扱い方の良しあし
について考えている。

Ａ：毛筆書写に積極的に取り
組もうとしている。
用具を適切に取り扱ってい
る。
よい姿勢や筆の持ち方を，積
極的に身につけようとしてい
る。
常によい姿勢やよい持ち方で
書こうとする意識をもってい

支援：教科書の姿勢図を確認
し，「よいしせいの合い言
葉」を一斉に唱えながら確か
められるようにする。
用具の扱い方やよい姿勢，筆
の持ち方のポイントを具体的
に説明する。

支援：どこを正すと姿勢，筆
の持ち方がよくなるのかを，
基準に照らしてわかるように
する。

支援：用具の配置図や姿勢
図，筆の持ち方の写真と比べ
て，自分でチェックできるよ
うにする。
書写の授業以外でも気をつけ
るように呼びかける。

Ｂ：穂の柔らかさと筆圧につ
いて知っている。
筆圧に気をつけて，いろいろ
な太さの線を書いている。

Ｂ：筆の穂の柔らかさや筆圧
について考えている。

Ｂ：筆の穂の柔らかさや筆圧
を意識して，いろいろな線を
書く活動に取り組もうとして
いる。
ほかの書写場面でも，筆の穂
の柔らかさや筆圧を意識して
書こうとする意識をもってい

Ａ：穂の柔らかさと筆圧につ
いて，理解している。
筆圧を調整しながら，いろい
ろな太さの線を書いている。

Ａ：筆の穂の柔らかさや筆圧
について，よく考えている。

Ａ：筆の穂の柔らかさや筆圧
を意識して，いろいろな線を
書く活動に，積極的に取り組
もうとしている。
常に筆の穂の柔らかさや筆圧
を意識して書こうとする意識
をもっている。

指導
月

４月

２
表紙裏
①～10

毛筆の学習が始まる
よ
学習の進め方
目次

１　はじめの学習

１ 毛筆用具の名前
と，おき方やあつか
い方
２ よいしせいと筆
の持ち方
３ 筆の「ほ」のや
わらかさ
４ 力の入れ方（筆
圧）
５ あとかたづけ

評　価　規　準

〇１年間の学習内容や学習の
進め方について知り,書写学
習に対する意欲をもつことが
できる。

○用具の扱い方や筆の持ち方
について知り,よい姿勢や持
ち方を意識して書くことがで
きる。

○筆の穂の柔らかさや筆圧を
意識して，いろいろな太さの
線を書くことができる。

○なぜ毛筆で学習するのかを
知る。
○学習の進め方について知
る。
○教師の説明を聞いて，毛筆
用具の名前を覚え，扱い方を
知る。
○姿勢図を見て，よい姿勢・
筆の持ち方を知る。
○後片づけの仕方を知る。

○よい姿勢・よい持ち方で，
いろいろな線を書く。
○途中で墨をつけずに，長い
線を書く。
○細い線と太い線を書き，ど
ちらの方が力が入っているか
考える。
○筆圧について理解する。
○力の入れ方を変えて書き，
力の入れ方を変えると，線の
太さが変わることに気づく。

時数 頁 教材名 学習指導のねらい 学習活動
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支援：教科書の紙面を参照し
ながら，筆圧のかけ方につい
て理解を促す。
筆の状態を確認し，運筆がし
やすい状態に整えるようにす
る。

支援：教科書紙面を参照しな
がら，筆圧を三段階でとらえ
て，力の入れ方と太さを確か
められるようにする。

支援：筆の状態を確認し，運
筆がしやすい状態に整えるよ
うにする。
書写の授業以外でも気をつけ
るように呼びかける。

Ｂ：「横画」の筆使いについ
て理解している。
「横画」の筆使いに気をつけ
て書いている。

Ｂ：「横画」の筆使いについ
て考えている。

Ｂ：「横画」の筆使いに気を
つけて，正しく書こうとして
いる。
ほかの文字や硬筆でも「横
画」に気をつけて書こうとす

Ａ：「横画」の筆使いについ
てよく理解し，字形を把握し
ている。
「横画」の筆使に気をつけ
て，字形を整えて書いてい
る。

Ａ：「横画」の筆使いの良し
あしを考えている。

Ａ：「横画」の筆使いに気を
つけて，字形を整えて書こう
としている。
常に「横画」に気をつけて書
こうとする意識をもってい
る。

支援：拡大文字などを使っ
て，始筆・送筆・終筆の筆使
いが視覚的に理解できるよう
にする。
始筆・送筆・終筆の動作を
「とん」「すうっ」などの言
葉で表し，教科書のイラスト
でイメージをもちながら理解
できるようにする。

支援：朱墨や薄墨を使って，
穂先の向きや通り道が確かめ
られるようにする。

支援：拡大文字などを使っ
て，「横画」の始筆・送筆・
終筆に気をつけるよう呼びか
ける。
学習した以外の文字でも，
「横画」に気をつけて書くよ
う呼びかける。

Ｂ：「たて画」の筆使いにつ
いて理解している。
「たて画」の筆使いに気をつ
けて書いている。

Ｂ：「たて画」の筆使いにつ
いて考えている。

Ｂ：「たて画」の筆使いに気
をつけて，正しく書こうとし
ている。
ほかの文字や硬筆でも，「た
て画」に気をつけて書こうと
する意識をもっている。

Ａ：「たて画」の筆使いにつ
いてよく理解し，字形を把握
している。
「たて画」の筆使いに気をつ
けて，字形を整えて書いてい
る。

Ａ：「たて画」の筆使いの良
しあしを考えている。

Ａ：「たて画」の筆使いに気
をつけて，字形を整えて書こ
うとしている。
常に「たて画」に気をつけて
書こうとする意識をもってい
る。

支援：拡大文字などを使っ
て，始筆・送筆・終筆の筆使
いが視覚的に理解できるよう
にする。
始筆・送筆・終筆の動作を
「とん」「すうっ」などの言
葉で表し，教科書のイラスト
でイメージをもちながら理解
できるようにする。

支援：朱墨や薄墨を使って，
穂先の向きや通り道が確かめ
られるようにする。

支援：拡大文字などを使っ
て，「たて画」の始筆・送
筆・終筆に気をつけるよう呼
びかける。
学習した以外の文字でも，
「たて画」に気をつけて書く
よう呼びかける。

○『二』を硬筆や毛筆で試書
する。
○試書と教科書の文字を比べ
て，気をつけることを見つけ
る。
○教科書の「たしかめよう」
の例示から，「始筆」「送
筆」「終筆」の穂先の向きと
筆圧を理解する。
○穂先の向きと穂先の通り道
に気をつけて，『二』を書
く。
○『二』を硬筆や毛筆でまと
め書きする。
○目標に沿って，自己評価を
する。
○巻末漢字表などから「横
画」のある漢字を探して書
く｡

６月

２ 14・15

３「たて画」の筆使
い
『土』

○「たて画」の筆使い（始
筆・送筆・終筆）について理
解することができる。

○「たて画」の筆使いに気を
つけて，字形を整えて書くこ
とができる。

○「たて画」の書き方を確か
めて，硬筆で字形を整えて書
くことができる。

○『土』を硬筆や毛筆で試書
する。
○試書と教科書の文字を比べ
て，気をつけることを見つけ
る。
○穂先の向きと通り道を理解
する。
○「たて画」の筆使いに気を
つけて，『土』を書く。
○『土』を硬筆や毛筆でまと
め書きする。
○目標に沿って，自己評価を
する。
○巻末漢字表などから「たて
画」のある漢字を探して書
く。

５月

２～３ 11～13

２「横画」の筆使い
『二』

○「横画」の筆使い（始筆・
送筆・終筆）について理解す
ることができる。

○「横画」の筆使いに気をつ
けて，字形を整えて書くこと
ができる。

○「横画」の書き方を確かめ
て，硬筆で字形を整えて書く
ことができる。

４月

２
表紙裏
①～10

毛筆の学習が始まる
よ
学習の進め方
目次

１　はじめの学習

１ 毛筆用具の名前
と，おき方やあつか
い方
２ よいしせいと筆
の持ち方
３ 筆の「ほ」のや
わらかさ
４ 力の入れ方（筆
圧）
５ あとかたづけ

○よい姿勢・よい持ち方で，
いろいろな線を書く。
○途中で墨をつけずに，長い
線を書く。
○細い線と太い線を書き，ど
ちらの方が力が入っているか
考える。
○筆圧について理解する。
○力の入れ方を変えて書き，
力の入れ方を変えると，線の
太さが変わることに気づく。
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Ｂ：筆および筆で書くことに
関心をもっている。
ふだんの授業においても，筆
を大切に扱う意識をもってい
る。

Ａ：筆および筆で書くことに
関心をもち，積極的に調べよ
うとしている。
ふだんの授業においても，筆
を大切に扱う意識をもち，実
践している。

支援：筆の作り方や材料に関
するクイズを作成するなどし
て，興味・関心を高めるよう
にする。

Ｂ：左右の「はらい」の筆使
いの違いについて理解してい
る。
左右の「はらい」の筆使いに
気をつけて書いている。

Ｂ：左右の「はらい」の筆使
いについて考えている。

Ｂ：左右の「はらい」の筆使
いに気をつけて，正しく書こ
うとしている。

Ａ：左右の「はらい」の筆使
いの違いについてよく理解
し，筆圧について把握してい
る。
左右の「はらい」の筆使いに
気をつけて，字形を整えて書
いている。

Ａ：左右の「はらい」の筆使
いの良しあしを考えている。

Ａ：左右の「はらい」の筆使
いに気をつけて，字形を整え
て書こうとしている。
常に左右の「はらい」の書き
方に気をつけて書こうとする
意識をもっている。

支援：力の入れ方（筆圧）に
ついて３段階で示して，理解
できるようにする。
筆の入れ方を確かめるととも
に，姿勢，執筆などの基礎・
基本を確かめられるようにす
る。

支援：朱墨や薄墨を使って，
穂先の向きや通り道を確かめ
られるようにする。

支援：拡大文字などを使っ
て，「はらい」の始筆・送
筆・終筆に気をつけるよう呼
びかける。
学習した以外の文字でも，左
右の「はらい」の書き方に気
をつけて書くよう呼びかけ
る。

Ｂ：左右の「はらい」の違い
について理解している。
左右の「はらい」の方向の違
いに気をつけて書いている。

Ｂ：左右の「はらい」の方向
の違いについて考えている。

Ｂ：左右の「はらい」の方向
に気をつけて，正しく書こう
としている。
「はらい」を含む漢字や語句
を書いている。

Ａ：左右の「はらい」の違い
や，さまざまな長さの「はら
い」について，よく理解して
いる。
左右の「はらい」の方向の違
いに気をつけて，字形を整え
て書いている。

Ａ：左右の「はらい」の方向
の違いや，さまざまな長さの
「はらい」について，よく考
えている。

Ａ：左右の「はらい」の方向
や，さまざまな長さの「はら
い」に気をつけて，字形を整
えて書こうとしている。
「はらい」を含むさまざまな
漢字や語句を書いている。

○「はらい」の方向を理解す
ることができる。

○「はらい」の方向に気をつ
けて，硬筆で字形を整えて書
くことができる。

○『人』『大』『木』を硬筆
で書く。
○毛筆で学習した筆圧や「は
らい」の方向について確かめ
る。
○「はらい」の方向の違いや
筆圧に気をつけて，「はら
い」のある漢字や言葉を書
く。
○目標に沿って，自己評価を
する。
○巻末漢字表などから「はら
い」のある漢字を探して書
く。

○さまざまな筆があることを
知り，興味・関心を高めるこ
とができる。

○教科書を見て，筆の特性や
作り方について知る。

○筆について興味をもったこ
とを調べる。

○調べたことを発表する。

６・
７月

３

17～19

４「はらい」の筆使
い
『大』

○左右の「はらい」の筆使い
の違いを理解することができ
る。

○左右の「はらい」に気をつ
けて，字形を整えて書くこと
ができる。

○「はらい」の書き方を確か
めて，硬筆で字形を整えて書
くことができる。

○『大』を硬筆や毛筆で試書
する。
○試書と教科書の文字を比べ
て，気をつけることを見つけ
る。
○「左はらい」と「右はら
い」の筆圧のかけ方を理解す
る。
○「はらい」の筆使いに気を
つけて，『大』を書く。
○『大』を硬筆や毛筆でまと
め書きする。
○目標に沿って，自己評価を
する。
○巻末漢字表などから「はら
い」のある漢字を探して書
く。

20

<こう筆の学習>
「はらい」

６月

適時 16

【知りたい 文字の
世界】
筆について知ろう
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支援：拡大文字や分解文字な
どを使って，「はらい」の方
向の違いが視覚的に理解でき
るようにする。
左右の「はらい」の違いを中
心とした書写カードを添削す
る。

支援：それぞれの「はらい」
の方向がどのように違うの
か，具体的な言葉で説明でき
るようにする。

支援：毛筆で学習した，左右
の「はらい」の方向の違いに
ついて再確認する。
学習した以外の文字でも，
「はらい」の方向の違いに気
をつけて書くよう呼びかけ
る。

Ｂ：文字の大きさや行の中心
の揃え方について理解してい
る。
はがきの形式に従って，文字
の大きさに気をつけて書いて

Ｂ：はがきの形式に従って丁
寧に書く方法について考えて
いる。

Ｂ：はがきの形式を理解し，
丁寧に書こうとしている。

Ａ：文字の大きさや行の中心
の揃え方について，よく理解
している。
はがきの形式に従って，文字
の大きさや行の中心に気をつ
けて書いている。

Ａ：はがきの形式に従って，
文字の大きさや行の中心を整
えて書く方法について考えて
いる。

Ａ：はがきの形式を理解し，
相手意識をもって丁寧に書こ
うとしている。

支援：教科書の紙面を参照し
ながら，はがきの形式につい
て確かめている。
それぞれの行に中心線を入れ
るなど，行が曲がらずに書く
ことができるようにする。

支援：はがきの表書きについ
て，相手の名前を大きく書く
のは，相手を敬う気持ちが表
れていることを説明する。

支援：実際のはがきの例を提
示することで関心を高めるよ
うにする。

Ｂ：原稿用紙の書き方と，展
覧会作品のカードの書き方に
ついて理解している。
文字の大きさと，ます目の中
の書く位置に気をつけて書い
ている。

Ｂ：原稿用紙の書き方と，展
覧会作品のカードの書き方に
ついて考えている。

Ｂ：原稿用紙の書き方に気を
つけて書こうとしている。
展覧会作品のカードの書き方
に関心をもっている。
他教科の学習においても，原
稿用紙の書き方や文字の大き
さに気をつけて書こうとする
意識をもっている。

Ａ：原稿用紙の書き方と，展
覧会作品のカードの書き方に
ついて，よく理解している。
文字の大きさと，ます目の中
の書く位置に気をつけて，字
形を整えて書いている。

Ａ：原稿用紙の書き方と，展
覧会作品のカードの書き方に
ついて，よく考えている。

Ａ：原稿用紙の書き方に気を
つけて，積極的に書こうとし
ている。
展覧会作品のカードの書き方
に関心をもち，積極的に取り
組んでいる。

９・
10月

１ 22・23

【レッツ・トライ】
①原こう用紙
―セーフティ教室の
作文
②カード
―てんらん会作品の
カード

○原稿用紙の書き方（行頭の
とり方や，ます目の中の書く
位置）を理解することができ
る。

○文字の大きさや配列に気を
つけて書くことができる。

○他教科の学習の中で，文字
の大きさや配列に気をつけて
書こうとする意欲をもつこと
ができる。

○教科書を参照して，原稿用
紙の書き方を確かめる。
○書き出しや句読点の位置に
気をつけて練習する。
○基準をもとに評価する。
（原こう用紙）

○教科書を参照して，展覧会
作品のカードを書くときに気
をつけることを知る。
○横書きの書き方について理
解する。
○気づいたことを発表し合
う。（てんらん会作品のカー
ド)

○「はらい」の方向を理解す
ることができる。

○「はらい」の方向に気をつ
けて，硬筆で字形を整えて書
くことができる。

○『人』『大』『木』を硬筆
で書く。
○毛筆で学習した筆圧や「は
らい」の方向について確かめ
る。
○「はらい」の方向の違いや
筆圧に気をつけて，「はら
い」のある漢字や言葉を書
く。
○目標に沿って，自己評価を
する。
○巻末漢字表などから「はら
い」のある漢字を探して書
く。

1 21

【レッツ・トライ】
はがき
―暑中みまい

○はがきの形式を理解し，文
字の大きさや行の中心に気を
つけて書くことができる。

○教科書のはがきの文面を試
書する。
○試書と教科書の書き方を比
較して，基準を理解する。
○宛名の書き方を知る。
○自分の課題を見つけ，めあ
てをもつ。
○はがきの書き方を知り，練
習をする。
○教科書のはがきの文面をま
とめ書きする。

６・
７月

３

20

<こう筆の学習>
「はらい」
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支援：教科書紙面で確認し，
原稿用紙の書き方と展覧会作
品のカードの書き方が理解で
きるようにする。
文字の外形を囲み，平仮名や
片仮名が漢字より小さく書か
れているか確かめられるよう
にする。

支援：一ますを四つにくぎ
り，句読点や拗音・濁音の書
く位置について確かめられる
ようにする。
読みやすい学習成果物の例は
どのような点が工夫されてい
るか，具体的なポイントを指
摘する。

支援：国語の学習などで原稿
用紙に書いた文字を，教科書
の書き方と比べてみるように
する。
読みやすい学習成果物の例を
提示することで関心を高める
ようにする。

Ｂ：「おれ」と「はね」の筆
使いを理解している。
「おれ」と「はね」の筆使い
に気をつけて書いている。

Ｂ：「おれ」と「はね」の筆
使いについて考えている。

Ｂ：「おれ」と「はね」の筆
使いに気をつけて書こうとし
ている。
ほかの文字や硬筆でも，「お
れ」と「はね」の筆使いに気
をつけて書こうとする意識を
もっている。

Ａ：「おれ」と「はね」の筆
使いについてよく理解し，筆
圧について把握している。
「おれ」と「はね」の筆使い
に気をつけて，字形を整えて
書いている。

Ａ：「おれ」と「はね」の筆
使いの良しあしを考えてい
る。

Ａ：「おれ」と「はね」の筆
使いに気をつけて，字形を整
えて書こうとしている。
常に「おれ」と「はね」に気
をつけて書こうとする意識を
もっている。

支援：拡大文字などを使っ
て，始筆・送筆・終筆の筆使
いが視覚的に理解できるよう
にする。
穂先の通り道を確かめるとと
もに，姿勢，執筆などの基
礎・基本を確かめられるよう
にする。

支援：朱墨や薄墨を使って，
穂先の向きや通り道を確かめ
られるようにする。

支援：拡大文字などを使っ
て，「おれ」と「はね」の始
筆・送筆・終筆に気をつける
よう呼びかける。
学習した以外の文字でも，
「おれ」と「はね」の筆使い
に気をつけて書くよう呼びか
ける。Ｂ：「おれ」と「はね」の筆

使いについて理解している。
「おれ」と「はね」の方向に
気をつけて書いている。

Ｂ：「おれ」と「はね」の方
向について考えている。

Ｂ：「おれ」と「はね」の方
向に気をつけて書こうとして
いる。
ほかの文字でも「おれ」と
「はね」の方向に気をつけて
書こうとする意識をもってい
る。

Ａ：「おれ」と「はね」の筆
使いについてよく理解し，筆
圧について把握している。
「おれ」の方向の違いに気を
つけて，字形を整えて書いて
いる。
「はね」の方向の違いに気を
つけて，字形を整えて書いて
いる。

Ａ：「おれ」の方向の違いに
ついて考えている。
「はね」の方向の違いについ
て考えている。

Ａ：「おれ」の方向の違いに
気をつけて，字形を整えて書
こうとしている。
「はね」の方向の違いに気を
つけて，字形を整えて書こう
としている。
常に「おれ」と「はね」の方
向に気をつけて書こうとする
意識をもっている。

○『力』を硬筆や毛筆で試書
する。
○試書と教科書の文字を比べ
て，気をつけることを見つけ
る。
○教科書の「たしかめよう」
の例示から，「おれ」と「は
ね」の筆使いを理解する。
○「おれ」の方向と穂先の向
きに気をつけて，『力』を書
く。
○『力』を硬筆や毛筆でまと
め書きする。
○教科書の『日』『月』の書
き方を見て，『力』の書き方
と比べる。
○目標に沿って，自己評価を
する。
○漢字表などから「おれ」と
「はね」のある漢字を探して
書く。

27

<こう筆の学習>
「おれ」と「はね」

○「おれ」と「はね」の方向
を理解することができる。

○「おれ」と「はね」の方向
に気をつけて，硬筆で字形を
整えて書くことができる。

○『母』『間』『山』『光』
『守』を硬筆で書く。
○毛筆で学習した「おれ」と
「はね」の方向について確か
める。
○「おれ」と「はね」の方向
に気をつけて，教科書の教材
文字を書く。
○目標に沿って，自己評価を
する。
○漢字表などから「おれ」と
「はね」のある漢字を探して
書く。

９・
10月

１ 22・23

【レッツ・トライ】
①原こう用紙
―セーフティ教室の
作文
②カード
―てんらん会作品の
カード

○原稿用紙の書き方（行頭の
とり方や，ます目の中の書く
位置）を理解することができ
る。

○文字の大きさや配列に気を
つけて書くことができる。

○他教科の学習の中で，文字
の大きさや配列に気をつけて
書こうとする意欲をもつこと
ができる。

○教科書を参照して，原稿用
紙の書き方を確かめる。
○書き出しや句読点の位置に
気をつけて練習する。
○基準をもとに評価する。
（原こう用紙）

○教科書を参照して，展覧会
作品のカードを書くときに気
をつけることを知る。
○横書きの書き方について理
解する。
○気づいたことを発表し合
う。（てんらん会作品のカー
ド)

３～４

24～26

５　「おれ」と「は
ね」の筆使い
『力』

○「おれ」と「はね」の筆使
いについて理解することがで
きる。

○「おれ」と「はね」の筆使
いに気をつけて，字形を整え
て書くことができる。

○「おれ」と「はね」の書き
方を確かめて，硬筆で字形を
整えて書くことができる。

5 



支援：拡大文字などを使っ
て，始筆・送筆・終筆の筆使
いが視覚的に理解できるよう
にする。
「おれ」「はね」の方向を中
心とした書写カードを添削す
る。

支援：「おれ」の方向がどの
ように違うのか，具体的な言
葉で説明できるようにする。
「はね」の方向がどのように
違うのか，具体的な言葉で説
明できるようにする。

支援：毛筆で学習した，「お
れ」と「はね」の方向につい
て再確認する。
学習した以外の文字でも，
「おれ」と「はね」の方向に
気をつけて書くよう呼びかけ
る。

Ｂ：平仮名の筆使いについて
理解している。
平仮名の筆使いに気をつけて
書いている。

Ｂ：平仮名の筆使いについて
考えている。

Ｂ：平仮名の筆使いに関心を
もっている。
ほかの文字や硬筆でも，平仮
名の書き方に気をつけて正し
く書こうとする意識をもって
いる。

Ａ：平仮名の筆使いについて
よく理解し，筆使いについて
把握している。
丸みのある柔らかい筆使いで
書いている。

Ａ：平仮名の筆使いの良しあ
しを考えている。

Ａ：平仮名の筆使いに関心を
もち，積極的に書こうとして
いる。
常に平仮名の書き方に気をつ
けて書こうとする意識をもっ
ている。

支援：漢字の筆使いと比較す
ることによって，平仮名の筆
使いを理解できるようにす
る。
ゆっくりと書くことで，丸み
ができることを確かめられる
ようにする。

支援：朱墨や薄墨を使って，
穂先の向きや通り道を確かめ
られるようにする。

支援：拡大文字などを使っ
て，平仮名の始筆・送筆・終
筆に気をつけるよう呼びかけ
る。
学習した以外の文字でも，平
仮名の書き方に気をつけて書
くよう呼びかける。Ｂ：筆順の原則を理解してい

る。
筆順の原則に従って，正しく
書いている。

Ｂ：筆順の原則について，ほ
かの文字にもあてはめて考え
ている。

Ｂ：筆順の原則に気をつけて
書こうとしている。
ほかの文字でも，筆順の原則
に気をつけて書こうとする意
識をもっている。

Ａ：文字の筆順の原則につい
て，よく理解している。
筆順の原則に従って，字形を
整えて書いている。

Ａ：筆順の原則や字形につい
て，ほかの文字にもあてはめ
て，よく考えている。

Ａ：筆順の原則に気をつけ
て，積極的に書こうとしてい
る。
常に筆順の原則に気をつけ
て，字形を整えて書こうとす
る意識をもっている。

支援：教科書の脚注や巻末漢
字表などを使って，正しい筆
順について理解を促す。
今まで学習した筆順の原則を
確かめられるようにする。

支援：教材文字のどの部分が
筆順の原則にあたるのか説明
することで，ほかの文字でも
確かめられるようにする。

支援：筆順を色分けした図版
などを使って，筆順に原則が
あることに気づくようにはた
らきかける。
学習した以外の文字でも，筆
順に従って書くように意識づ
ける。

○平仮名の筆使いに注意して
『つり』を硬筆や毛筆で試書
する。
○試書と教科書の文字を比べ
て，気をつけることを見つけ
る。
○平仮名は丸みをもって書く
ことを理解する。
○基準に合わせて『つり』を
書く。
○『つり』を硬筆や毛筆でま
とめ書きする。
○目標に沿って，自己評価を
する。
○巻末の「ひらがな表」など
から，字形に気をつける文字
を探して書く｡

30・31

<こう筆の学習>
筆順と字形

○筆順のきまりを理解し,字
形を整えて書くことができ
る。

〇筆順のきまりを，他の文字
でもあてはめて書くことがで
きる。

○『ニ』『川』『十』を硬筆
で書く。
○『州』『仕』の筆順をもと
に，筆順のきまりについて友
達どうしで話し合う。
○筆順のきまりを確認する。
○『小』『内』『申』を硬筆
で書き，漢字表などから同じ
きまりの文字を探す。
○目標に沿って，自己評価を
する。

27

<こう筆の学習>
「おれ」と「はね」

○「おれ」と「はね」の方向
を理解することができる。

○「おれ」と「はね」の方向
に気をつけて，硬筆で字形を
整えて書くことができる。

○『母』『間』『山』『光』
『守』を硬筆で書く。
○毛筆で学習した「おれ」と
「はね」の方向について確か
める。
○「おれ」と「はね」の方向
に気をつけて，教科書の教材
文字を書く。
○目標に沿って，自己評価を
する。
○漢字表などから「おれ」と
「はね」のある漢字を探して
書く。

10月

３～４

28・29

６ ひらがなの筆使
い
『つり』

○平仮名の筆使いを理解する
ことができる。

○平仮名の筆使いに気をつけ
て書くことができる。

○平仮名の書き方を確かめ
て，硬筆で字形を整えて書く
ことができる。

９・
10月

３～４

6 



Ｂ：漢字と仮名の大きさや行
の中心のそろえ方について理
解している。
漢字と仮名の大きさや行の中
心に気をつけて書いている。

Ｂ：漢字と仮名の大きさや行
の中心のそろえ方について考
えている。

Ｂ：漢字と仮名の大きさや行
の中心のそろえ方に気をつけ
て書こうとしている。
書写の授業以外でも，漢字と
仮名の大きさや行の中心に気
をつけて書こうとする意識を
もっている。

Ａ：漢字と仮名の大きさや行
の中心のそろえ方について，
よく理解している。
漢字と仮名の大きさや行の中
心に気をつけて，配列を整え
て書いている。

Ａ：漢字と仮名の大きさや行
の中心のそろえ方について，
よく考えている。

Ａ：漢字と仮名の大きさに気
をつけて，配列を整えて書こ
うとしている。
常に漢字と仮名の大きさや行
の中心に気をつけて書こうと
する意識をもっている。

支援：文字の外形を囲むこと
で，文字の大きさが視覚的に
確かめられるようにする。
支援：中心線などの補助線を
引いて，配列を確かめられる
ようにする。

支援：試書と教材文字とを比
較して，自分の課題がわかる
ようにする。

支援：漢字と仮名の大きさや
行の中心に着目するよう呼び
かける。
書写の授業以外でも，漢字や
仮名の大きさや行の中心に気
をつけて書くよう呼びかけ
る。Ｂ：文字の大きさや行の中心

の揃え方について理解してい
る。
手紙の形式に従って，文字の
大きさに気をつけて書いてい
る。

Ｂ：手紙の形式に従って丁寧
に書く方法について考えてい
る。

Ｂ：手紙の形式を理解し，丁
寧に書こうとしている。

Ａ：文字の大きさや行の中心
の揃え方について，よく理解
している。
手紙の形式に従って，文字の
大きさと行の中心に気をつけ
て書いている。

Ａ：手紙の書式に従って，文
字の大きさや行の中心を整え
て書く方法について考えてい
る。

Ａ：手紙の形式を理解し，相
手意識をもって丁寧に書こう
としている。

支援：教科書の紙面を参照し
ながら，手紙の書式について
確かめている。
便箋の罫線に対して文字が大
きすぎたり小さすぎたりしに
ように，教科書を見ながら確
かめられるようにする。

支援：相手の名前を上の位置
に書くことや，封筒の中央に
大きく書くのは，相手を敬う
気持ちが表れていることを説
明する。

支援：実際の手紙の例を提示
することで関心を高めるよう
にする。

Ｂ：「曲がり」と「おれ」の
筆使いについて理解してい
る。
「曲がり」と「おれ」の筆使
いに気をつけて書いている。

Ｂ：「曲がり」と「おれ」の
筆使いについて考えている。

Ｂ：「曲がり」と「おれ」の
筆使いに気をつけて書こうと
している。
ほかの文字や硬筆でも，「曲
がり」と「おれ」の書き方に
気をつけて正しく書こうとす
る意識をもっている。

11・
12月

３～４

36・37

７ 「曲がり」と
「おれ」の筆使い
『ビル』

○「曲がり」と「おれ」の筆
使いの違いを理解することが
できる。

○「曲がり」と「おれ」の筆
使いに気をつけて，字形を整
えて書くことができる。

○「曲がり」と「おれ」の違
いに気をつけて，硬筆で字形
を整えて書くことができる。

○『ビル』を硬筆や毛筆で試
書する。
○試書と教科書の文字を比べ
て，気をつけることを見つけ
る。
○「曲がり」と「おれ」の筆
使いを理解する。
○穂先の通る位置や筆圧に気
をつけて，『ビル』を書く。
○『ビル』を硬筆や毛筆でま
とめ書きする。
○目標に沿って，自己評価を
する。
○巻末漢字表などから「曲が
り」と「おれ」のある漢字を
探して書く。

○教科書に書かれた俳句を視
写する。
○文字の大きさと中心のそろ
え方を確認する。
○基準に合わせて練習する。
○試書と比べて自己評価す
る。

１ 33～35

【レッツ・トライ】
②手紙
―お店見学のお礼
じょう

〇手紙の形式を理解し，文字
の大きさや行の中心に気をつ
けて書くことができる。

○手紙を書く時の手順を教科
書で確認する。
○手紙の形式を理解する。
○教科書を見て文字の大きさ
や行の中心はどうなっている
か話し合う。
○封筒の書き方を知る。
○メモをもとに手紙を書いて
みる。
○学習したことができている
か自己評価する。

11月

１ 32

【レッツ・トライ】
①文化
―俳句

○漢字と仮名の大きさや，行
の中心のそろえ方について理
解することができる。

○漢字と仮名の大きさや行の
中心に気をつけて，配列を整
えて書くことができる。

7 



Ａ：「曲がり」と「おれ」の
筆使いについてよく理解し，
字形を把握している。
Ａ：「曲がり」と「おれ」の
筆使いに気をつけて，字形を
整えて書いている。

Ａ：「曲がり」と「おれ」の
筆使いの違いについて，よく
考えている。

Ａ：「曲がり」と「おれ」の
筆使いに気をつけて，字形を
整えて書こうとしている。
常に「曲がり」と「おれ」に
気をつけて書こうとする意識
をもっている。

支援：分解文字などを使っ
て，「曲がり」と「おれ」の
字形の違いが視覚的に理解で
きるようにする。
「曲がり」では筆の軸を回さ
ないように，「おれ」では一
度筆を止めるように呼びかけ
る。

支援：朱墨や薄墨を使って，
穂先の向きや通り道を確かめ
られるようにする。

支援：拡大文字などを使っ
て，「曲がり」と「おれ」の
始筆・送筆・終筆に気をつけ
るよう呼びかける。
学習した以外の文字でも，
「曲がり」と「おれ」の書き
方に気をつけて書くよう呼び
かける。

Ｂ：「曲がり」と「おれ」の
違いについて理解している。
「曲がり」と「おれ」の違い
に気をつけて書いている。

Ｂ：「曲がり」と「おれ」の
違いについて考えている。

Ｂ：「曲がり」と「おれ」の
違いに気をつけて書こうとし
ている。
ほかの文字でも「曲がり」と
「おれ」に気をつけて正しく
書こうとする意識をもってい
る。

Ａ：「曲がり」と「おれ」の
筆使いについてよく理解し，
字形を把握している。
「曲がり」と「おれ」の違い
に気をつけて，字形を整えて
書いている。

Ａ：「曲がり」と「おれ」の
違いについて，よく考えてい
る。

Ａ：「曲がり」と「おれ」の
違いに気をつけて，字形を整
えて書こうとしている。
常に「曲がり」と「おれ」に
気をつけて書こうとする意識
をもっている。

支援：「曲がり」や「おれ」
がある文字をいくつか提示す
ることによって，理解できる
ようにする。

支援：「曲がり」と「おれ」
を書く際の留意点について，
具体的な言葉で説明できるよ
うにする。

支援：毛筆で学習した，「曲
がり」と「おれ」の違いにつ
いて再確認する。
学習した以外の文字でも，
「曲がり」と「おれ」に気を
つけて書くよう呼びかける。

Ｂ：左右の幅の違い，上下の
高さの違い，中と外の組み立
て方について理解している。
左右・上下・中と外の組み立
て方に気をつけて書いてい
る。

Ｂ：左右の幅，上下の高さ，
中と外の組み立て方について
考えている。

Ｂ：いろいろな文字の組み立
て方に気をつけて書こうとし
ている。
ほかの文字でも左右・上下・
中と外の組み立て方に気をつ
けて正しく書こうとする意識
をもっている。

39

<こう筆の学習>
文字の組み立て方

〇いろいろな文字の組み立て
方について理解することがで
きる。

〇文字の組み立て方に気をつ
けて，硬筆で字形を整えて書
くことができる。

○『坂』『音』を硬筆で書
く。
○左右，上下，中と外の組み
立て方の基準を確かめる。
○基準に合わせて教科書の教
材文字を書く。
○試書と比べて自己評価す
る。

11・
12月

３～４

36・37

７ 「曲がり」と
「おれ」の筆使い
『ビル』

○「曲がり」と「おれ」の筆
使いの違いを理解することが
できる。

○「曲がり」と「おれ」の筆
使いに気をつけて，字形を整
えて書くことができる。

○「曲がり」と「おれ」の違
いに気をつけて，硬筆で字形
を整えて書くことができる。

○『ビル』を硬筆や毛筆で試
書する。
○試書と教科書の文字を比べ
て，気をつけることを見つけ
る。
○「曲がり」と「おれ」の筆
使いを理解する。
○穂先の通る位置や筆圧に気
をつけて，『ビル』を書く。
○『ビル』を硬筆や毛筆でま
とめ書きする。
○目標に沿って，自己評価を
する。
○巻末漢字表などから「曲が
り」と「おれ」のある漢字を
探して書く。

38

<こう筆の学習>
「曲がり」と「お
れ」

○「曲がり」と「おれ」の違
いを理解することができる。

○「曲がり」と「おれ」の違
いに気をつけて，硬筆で字形
を整えて書くことができる。

○『モ』『ム』を硬筆で書
く。
○毛筆で学習した「曲がり」
と「おれ」の書き方を確かめ
る。
○「曲がり」と「おれ」の書
き方に気をつけて，教科書の
教材文字を書く。
○目標に沿って，自己評価を
する。
○巻末漢字表などから「曲が
り」と「おれ」のある漢字を
探して書く。

8 



Ａ：左右の幅の違い，上下の
高さの違い，中と外の組み立
て方についてよく理解し，字
形を把握している。
左右・上下・中と外の組み立
て方に気をつけて，字形を整
えて書いている。

Ａ：左右・上下・中と外の組
み立て方の良しあしを考えて
いる。

Ａ：いろいろな文字の組み立
て方に気をつけて，字形を整
えて書こうとしている。
常に左右・上下・中と外の組
み立て方に気をつけて書こう
とする意欲をもっている。

支援：拡大文字や分解文字な
どを使って，組み立て方が視
覚的に理解できるようにす
る。
左右の幅や上下の高さ，中と
外の部分について意識できる
ようにする。

支援：毛筆文字などを使っ
て，組み立て方や幅が確かめ
られるようにする。

支援：幅や高さの違いに気を
つけるよう呼びかける。
学習した以外の文字でも，組
み立て方に気をつけて書くよ
う呼びかける。

Ｂ：書きぞめの姿勢や筆の持
ち方，筆使いについて理解し
ている。
これまで学習した筆使いや文
字の中心に気をつけて書いて
いる。

Ｂ：書きぞめの姿勢や筆の持
ち方について考えている。

Ｂ：書きぞめに関心をもち，
書こうとしている。
ほかの学習場面でも，よい姿
勢や持ち方で，字形を整えて
書こうとする意識をもってい
る。

Ａ：書きぞめの姿勢や筆の持
ち方，筆使いについて，よく
理解している。
これまで学習した筆使いや文
字の中心に気をつけて，字形
を整えて書いている。

Ａ：書きぞめの姿勢や筆の持
ち方の良しあしを考えてい
る。

Ａ：書きぞめに関心をもち，
積極的に書こうとしている。

支援：今まで学習した筆使い
について，点画の名称を確認
しながら理解できるようにす
る。
書きぞめ用紙を縦半分に折
り，中心を意識できるように
する。
外形を考えることで，文字の

支援：姿勢図や筆の持ち方の
図版などを使って，確かめら
れるようにする。

支援：書きぞめの由来を説明
し，書きぞめについて関心が
高まるようにする。
ほかの学習場面でも，姿勢や
持ち方，字形に気をつけて書
くよう呼びかける。

Ｂ：これまでに学習した「点
画の種類」について理解して
いる。

Ｂ：３年生で学習した基本点
画について確かめている。
ほかの文字でも，基本点画に
気をつけて書こうとする意識
をもっている。

Ａ：これまでに学習した「点
画の種類」について，よく理
解している。

Ａ：３年生で学習した基本点
画について，積極的に確かめ
ている。
常に基本点画に気をつけて書
こうとする意識をもってい

２・
３月

４

40・41

点画のしゅるい ○３年生で学習した基本点画
について確かめることができ
る。

○教科書の紙面を参照しなが
ら，これまで学習した「点画
の種類」について，穂先の向
きや通り道，筆圧のかけ方に
ついて確かめる。

39

<こう筆の学習>
文字の組み立て方

〇いろいろな文字の組み立て
方について理解することがで
きる。

〇文字の組み立て方に気をつ
けて，硬筆で字形を整えて書
くことができる。

○『坂』『音』を硬筆で書
く。
○左右，上下，中と外の組み
立て方の基準を確かめる。
○基準に合わせて教科書の教
材文字を書く。
○試書と比べて自己評価す
る。

12・
１月

４～５ 50～56

書きぞめ
『正月』

小筆で書こう

書ぞめ
『友だち』

○床の上や立って書くときの
姿勢，筆の持ち方に気をつけ
て，これまでの学習を生かし
て書くことを理解することが
できる。

○筆使いや文字の中心に気を
つけて，字形を整えて書くこ
とができる。

○『正月』（または『友だ
ち』）を試書する。
○書きぞめの姿勢を知る。
○試書と教材文字を比べ，基
準を理解する。
○基本点画に気をつけて練習
する。
○試書とまとめ書きを比べ，
自己評価する。

11・
12月

３～４

9 



支援：教科書紙面を参照しな
がら，「点画の種類」と筆圧
のかけ方について理解を促
す。

支援：これまで学習したペー
ジを振り返るように促す。
学習した以外の文字でも，基
本点画に気をつけて書くよう
呼びかける。

Ｂ：これまで学習した筆使い
や字形について理解してい
る。
これまで学習したことを生か
して，筆使いや字形に気をつ
けて書いている。

Ｂ：これまで学習したことを
生かして，自分のめあてを選
んでいる。

Ｂ：これまで学習したことを
生かして，自分のめあてを選
んで書こうとしている。
硬筆の学習でも，字形に気を
つけて書こうとする意識を
もっている。

Ａ：これまで学習した筆使い
や字形について，よく理解し
ている。
これまで学習したことを生か
して，筆使いに気をつけて，
字形を整えて書いている。

Ａ：これまで学習したことを
生かして，自分のめあてを適
切に選んでいる。

Ａ：これまで学習したことを
生かして，自分のめあてを選
び，進んで書こうとしてい
る。
常に字形に気をつけて書こう
とする意識をもっている。

支援：１年間の学習内容や成
果が確かめられるようにす
る。
学習事項の要点や筆使いなど
を具体的に示すようにする。

支援：『光』を試書すること
で，自分のめあてが見つけら
れるように支援する。

支援：１年間の学習事項や筆
使いなどが確かめられるよう
にする。
書写の授業以外でも，字形に
気をつけて書くよう呼びかけ
る。Ｂ：手書き文字と活字の特徴

がわかる。
Ｂ：手書き文字と活字の違い
について話し合い，考えてい
る。

Ｂ：手書き文字と活字の違い
に気づき，文字に関する関心
を高めている。
手書き文字と活字の特徴につ
いて，意欲的に調べようとい
う意識をもっている。

Ａ：手書き文字と活字の特徴
について，よく理解してい
る。

Ａ：手書き文字と活字の違い
について話し合い，よく考え
ている。

Ａ：手書き文字と活字の違い
に気づき，積極的に調べよう
としている。
手書き文字と活字の特徴につ
いて意識し，使い分けようと
いう意識をもっている。

支援：教科書紙面を使いなが
ら説明をすることで理解を促
す。

支援：教科書の例，または用
意しておいた拡大文字例等を
使い，手書き文字と活字の違
いに気づくようにする。

支援：文字に関するクイズを
作成するなどして，興味・関
心を高めるようにする。
身のまわりにある手書き文字
と活字の例を提示して，目的
に応じた使い方に気づくよう
はたらきかける。

Ｂ：ローマ字の字形について
理解している。

Ｂ：ローマ字の字形を確かめ
ている。
常にローマ字の字形を確かめ
ようとする意識をもってい
る。

適時

46

【知りたい 文字の
世界】
「手書き文字」と
「活字」

○手書き文字と活字の違いに
気づき，文字に対する興味・
関心を高めることができる。

○日常生活の中で見られる活
字と手書き文字について，話
し合うことができる。

○教室内の文字を探す。
○手書き文字と活字を比較
し，印象や効果について考え
る。
○手書き文字と活字は，それ
ぞれどのような目的や場に適
しているのか話し合う。
○話し合った結果を発表す
る。

47

ローマ字表 ○ローマ字の書き方を知るこ
とができる。

○教科書のローマ字表を見
て，字形を知る。

２・
３月

４

40・41

点画のしゅるい ○３年生で学習した基本点画
について確かめることができ
る。

○教科書の紙面を参照しなが
ら，これまで学習した「点画
の種類」について，穂先の向
きや通り道，筆圧のかけ方に
ついて確かめる。

42～45

８　学習のまとめ
『光』

○これまで学習したことを生
かして，自分のめあてを選ん
で，意欲をもって書くことが
できる。

○自分の選んだめあてに気を
つけて書くことができる。

○これまで学習したことを生
かして，硬筆で書いて確かめ
ることができる。

○『光』を硬筆や毛筆で試書
する。
○これまで学習したことの中
から自分のめあてを選ぶ。
○基本点画の書き方と穂先の
向き，筆圧を理解する。
○自分のめあてに向かって練
習する。
○『光』を硬筆や毛筆でまと
め書きし，試書と比べて達成
度を話し合う。
○自分のめあてが達成できな
かった場合は，既習事項を振
り返る。

10 



Ａ：ローマ字の字形につい
て，よく理解している。

Ａ：ローマ字の字形を，積極
的に確かめている。
常にローマ字の字形を確かめ
て，丁寧に書こうとする意識
をもっている。

支援：字形がわかりにくい文
字について，教科書を見なが
ら確認できるようにする。

支援：まちがえやすい字形に
ついて，重点的に確かめられ
るように呼びかける。
普段の学習で，常に気をつけ
るよう意識づける。

Ｂ：メモの書き方を理解して
いる。
大事なことを聞きのがさない
ようにメモを取っている。
読みやすく書くための方法に
ついて理解している。
メモをもとに伝えたいことを
まとめている。

Ｂ：大事なことをおさえてメ
モを取る工夫について考えて
いる。
読みやすく書くための方法を
意識して，まとめたものを見
直している。

Ｂ：書写で学習した内容を，
他教科での学習や日常生活に
も生かしていく意欲をもって
いる。

Ａ：メモの書き方を，よく理
解している。
大事なことをおさえてメモを
取っている。
読みやすく書くための方法に
ついて，よく理解している。

Ａ：大事なことをおさえてメ
モを取る工夫について，よく
考えている。
読みやすく書くための方法を
意識して，まとめたものを見
直したり工夫したりしてい
る。

Ａ：書写で学習した内容を，
他教科での学習や日常生活に
も積極的に生かしていく意欲
をもっている。

支援：教科書を見ながら，効
率的にメモを取るにはどこを
省略できるか確かめる。
配列は整っているか，筆記用
具は効果的に使われているか
など，具体的な投げかけをす
る。

支援：自分のメモに書き込み
をして，課題を見つけるよう
にする。
読みやすく書くための基準に
ついて確かめられるようにす
る。

支援：ふだんの生活のなかで
メモを取る場面について問い
かける。
読みやすい学習成果物の例な
どを具体的に例示する。

Ｂ：同じ点画をもつ漢字，同
じ組み立て方をもつ漢字な
ど，漢字の仲間分けについて
理解している。
同じ点画をもつ漢字，同じ組
み立て方をもつ漢字など，漢
字の仲間分けをしている。

Ｂ：これまで学習した字形の
整え方，筆順について考えて
いる。
同じ点画をもつ漢字，同じ組
み立て方をもつ漢字など，漢
字の仲間分けについて考えて
いる。

Ｂ：巻末漢字表を使った漢字
の仲間分けの活動や，漢字の
成り立ちについて，関心を高
めている。
ほかの学習場面でも，筆順や
字形に気をつけて書こうとす
る意識をもっている。

Ａ：同じ点画をもつ漢字，同
じ組み立て方をもつ漢字な
ど，漢字の仲間分けについ
て，よく理解している。
同じ点画をもつ漢字，同じ組
み立て方をもつ漢字など，漢
字を正しく仲間分けしてい
る。

Ａ：これまで学習した字形の
整え方，筆順について，よく
考えている。
同じ点画をもつ漢字，同じ組
み立て方をもつ漢字など，漢
字の仲間分けについて判断し
ている。

Ａ：巻末漢字表を使った漢字
の仲間分けの活動や，漢字の
成り立ちについて関心を高
め，積極的に取り組もうとし
ている。
常に筆順や字形に気をつけて
書こうとする意識をもってい
る。

【書いて つたえ合
おう】
メモを取ってまとめ
よう

○書写で学習した内容を，他
教科での学習や日常生活にも
生かしていく意欲をもつこと
ができる。

○本時の目標を知る。
○教師の話を聞いてメモを取
る。
○メモの書き方を理解する。
○自分が取ったメモと，教科
書のメモの書き方と比較して
課題を見つける。
○教師の話を聞いてメモを取
る。
○模造紙にまとめる方法を理
解する。
○学習したことを活かして，
模造紙にまとめる。
○自己評価する。

57～60

【漢字表】
三年生で学習する漢
字
二年生で学習した漢
字

○２年生で学習した字形の整
え方，筆順などを確かめるこ
とができる。

○３年生で学習した字形の整
え方，筆順などを確かめるこ
とができる。

○巻末漢字表を活用した漢字
の仲間分けの活動を行った
り，筆順をまちがえやすい漢
字について確かめたりするこ
とができる。

○筆順のきまりを確認する。
○筆順に気をつける漢字を正
しい筆順で書く。
○文字の組み立て方の観点か
ら，巻末漢字表の文字を分類
し，印を書き込む。
○友達と見せ合い，正しく書
けたか相互評価する。

適時

47

ローマ字表 ○ローマ字の書き方を知るこ
とができる。

○教科書のローマ字表を見
て，字形を知る。

48・49

２・
３月

11 



支援：これまで学習した基
本，点画などの内容を振り返
り，確かめられるようにす
る。
どの文字のどの部分に着目し
て探すか，具体的に説明す
る。

支援：教科書紙面を使って，
正しい筆順や字形の整え方な
どが確かめられるようにす
る。
どの文字のどの部分に着目し
て探すか，具体的に説明す
る。

支援：巻末漢字表の使い方に
ついて確かめられるようにす
る。
書写の授業以外でも，気をつ
けるよう意識づける。

Ｂ：平仮名，片仮名の筆順や
字形について理解している。

Ｂ：平仮名，片仮名の筆順や
字形を確かめている。
常に平仮名，片仮名の筆順や
字形を確かめようとする意識
をもっている。

Ａ：平仮名，片仮名の筆順や
字形について，よく理解して
いる。

Ａ：平仮名，片仮名の筆順や
字形を，積極的に確かめてい
る。
常に平仮名，片仮名の筆順や
字形を確かめて，丁寧に書こ
うとする意識をもっている。

支援：ふだん，字形を整えに
くい文字に関して，教科書を
見ながら確認できるようにす
る。

支援：まちがえやすい筆順に
ついて，重点的に確かめられ
るように呼びかける。
書写の授業以外でも，常に気
をつけるよう意識づける。

Ａ：同じ点画をもつ漢字，同
じ組み立て方をもつ漢字な
ど，漢字の仲間分けについ
て，よく理解している。
同じ点画をもつ漢字，同じ組
み立て方をもつ漢字など，漢
字を正しく仲間分けしてい
る。

Ａ：これまで学習した字形の
整え方，筆順について，よく
考えている。
同じ点画をもつ漢字，同じ組
み立て方をもつ漢字など，漢
字の仲間分けについて判断し
ている。

Ａ：巻末漢字表を使った漢字
の仲間分けの活動や，漢字の
成り立ちについて関心を高
め，積極的に取り組もうとし
ている。
常に筆順や字形に気をつけて
書こうとする意識をもってい
る。

61

【ひらがな表】
【かたかな表】
【やってみよう】

○平仮名，片仮名の筆順や字
形を確かめることができる。

○「ひらがな表」「かたかな
表」を見て，平仮名と片仮名
の筆順や字形を確認する。
○字形がうまくとれない文字
について，重点的に練習す
る。

57～60

【漢字表】
三年生で学習する漢
字
二年生で学習した漢
字

○２年生で学習した字形の整
え方，筆順などを確かめるこ
とができる。

○３年生で学習した字形の整
え方，筆順などを確かめるこ
とができる。

○巻末漢字表を活用した漢字
の仲間分けの活動を行った
り，筆順をまちがえやすい漢
字について確かめたりするこ
とができる。

○筆順のきまりを確認する。
○筆順に気をつける漢字を正
しい筆順で書く。
○文字の組み立て方の観点か
ら，巻末漢字表の文字を分類
し，印を書き込む。
○友達と見せ合い，正しく書
けたか相互評価する。

適時

２・
３月

12 


